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病原体生体膜リン脂質合成酵素(LPLAT)群の発見 

〜新たな創薬ターゲット〜 
 

 

【発表（または研究成果）のポイント】 

⚫ 生物は生体膜で覆われて生きており、膜の主成分であるリン脂質（注１）は多くの分子の集合です 

⚫ 生体膜リン脂質の多様性に大きく影響する遺伝子(LPLAT、注２)候補を多種生物種で発見しました。 

⚫ ヒトなど哺乳類には最も多い 14 種類の LPLAT が存在します。 

⚫ 病原体もそれぞれに特徴的な LPLAT を持ちました。 

⚫ 新しい視点の創薬ポイントの提唱です。 

 

【発表内容（または研究の背景）】 

国立健康危機管理研究機構 国立国際医療研究所 脂質生命科学研究部の進藤英雄テニュアトラック

部長は、国立遺伝学研究所 河合洋介博士とともに、多種生物種の生体膜リン脂質合成酵素（LPLAT）の

候補遺伝子群を発見しました。病原体の LPLAT も含まれています。 

 

全ての細胞は生体膜（細胞膜）を持ち、その主成分はリン脂質です。この膜のおかげで生物は様々な進

化を遂げていると考えられます。このリン脂質の多様性を形成するのがリゾリン脂質アシル転移酵素

（LPLAT）で、ヒトやマウスなど哺乳類は 14 種類を持っています。今回、Adl らの生物分類（J Eukaryot 

Microbiol. (2019) 66:4–119）に従い、代表的な生物種として。脊椎動物、無脊椎動物、大腸菌、酵母、襟鞭

毛虫、アメーバ、マラリア原虫、植物（シロイヌナズナ）、寄生虫（トリパノソーマ）の LPLAT の探索を

行いました。生化学的な特徴が少し分かっているヒトの LPLAT と合わせて分子系統樹により比較しまし

た。脊椎動物など多様な機能を持つ生物ほど LPLAT の種類は多く、酵母、マラリア原虫、寄生虫などで

は少ないです。また、病原性を持つ大腸菌 O157 は非病原性の大腸菌よりも余分に LPLAT が見つかりま

した。病原性を持つ赤痢アメーバも同様に非病原性アメーバより多く見つかりました。しかし、今回の研

究で、この LPLAT が本当に余分に存在するのか、病原性獲得に重要であるのかを判定できません。デー

タベースの充実度や探索方法にも影響を受けます。今後の生化学的な LPLAT 機能の検証が必要です。 

病原体 LPLAT は数が少なく、阻害することで病原体を死滅させられる可能性があります。新たな視点

の感染症治療薬開発ポイントと考えられます。私たちは広範囲に病原体 LPLAT を探索し、生化学的な検

証の後に阻害剤開発を行っていきます。同時に、膜リン脂質と生物進化の研究でもあります。 
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【研究助成】 

本研究は、JIHS 国際医療研究開発費 22T001、24A1013、24A2011、小野医学研究財団の支援により実施

されました。 

 

 

【用語解説】 

注 1 リン脂質：主に生体膜（細胞膜）に存在します。グリセロール骨格を持ち、脂肪酸を２つ持ちます。

脂肪酸には、ドコサヘキサエン酸(DHA)やアラキドン酸が含まれます。 

 

注 2 LPLAT：脂肪酸を１本持つリゾリン脂質に脂肪酸をもう一つ与えて、脂肪酸を２本持つリン脂質を

合成する酵素です。ヒトでは１４種の LPLATがバランスよく働き、私たちの細胞の膜を形成しています。

私たちの体にはリン脂質は 1000-1500 分子種存在します。 
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【問い合わせ先】 

《研究に関すること》 

国立健康危機管理研究機構 国立国際医療研究所 脂質生命科学研究部 

氏名 進藤 英雄 

 

《取材に関すること》 

国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局 広報管理部 

Tel：03-3202-7181 E-mail：press@jihs.go.jp 

 

 


